
 

 

 

 

                                                             

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  平成 29年８月 1８日（金）、８月 21日（月） 

場 所  八尾市立大畑山青少年野外活動センター（アクトランドＹＡＯ） 

     八尾市立高安小学校・高安中学校 

 
八尾市立小・中学校初任者教員を対象に、八尾市立大畑山青少年野外活動センター（アクトランド

YAO）と八尾市立高安小学校・高安中学校にて 2日間の研修を

実施しました。 

この研修は、自然体験学習に関する技法や効果について理解

を深めること、また八尾の文化や自然について体験を通じて学

び、八尾の将来を支える子どもたちを育てる教員の資質向上を

図ることを目的として行いました。講義、交流、野外活動の中

で、初任者が力を合わせて課題に取り組んだり、お互いの実践

を交流したり、互いに学び合う姿も見られました。受講生から

は、実践交流や体験活動を通じて、教員相互の交流を深め、知

見を広めることができたという感想が聞かれました。 

 
【研修内容の紹介】 

＜1日目＞ 

自然体験研修Ⅰ「飯ごう炊さん」 

 

自然体験研修Ⅱ「山の自然を使った教材づくり」（裏面紹介） 

 

自然体験研修Ⅲ「キャンプファイアーゲーム」披露会 

 

＜２日目＞ 

八尾を学ぶⅠ「八尾歴史探訪オリエンテーリング～古墳にコーフン!!～」 

 

研修 「租税教育について」「初任者実践交流会」 

 

八尾を学ぶⅡ「河内音頭」 

 

 

 

 

 

 

 

初任者研修 ～野外活動研修～ 

  



 

自然体験学習研修Ⅱ「山の自然を使った教材づくり」（一部紹介） 

 

大畑山青少年野外活動センター 副所長の宮嶋 啓太さんか

ら、山の自然を使った教材づくりの紹介や、刃物や工具の安全な

使用方法についての説明を聞き、その後、班でテーマ（どの学年

で、どんな授業展開ができるか）を考え、実際に教材をつくりま

した。 

山から竹を切りだし、穴を空けたり、ロープで縛ったり、事前

に用意した材料と組み合わせたりして、作り上げました。各班、

作成しながら、「子どもが切るには、固すぎるよね。他の方法が

あるかな。」など、子どもとの授業展開を考えながら、班で話し

合い進めている様子がみられました。 

最後に、全体で作った教材を紹介し、互いの班の工夫や、自然

を使った教材づくりのよさを子どもに感じてもらう手だてを学

び合いました。 

 

 

 

 

 八尾市立学校教員を対象に、教育サポートセンター

にて、京都文教大学 亀岡 正睦 教授を招聘し、

「21世紀に育成すべき資質・能力を考える（その１）

～教材論の視点から～」と題し、算数・数学講座を実

施しました。 

 “なるほど”と感じ、興味・関心を持つようなアイデ

アが盛りだくさんの研修は、多面的に物事を捉え、２

学期からの授業づくりに活かせるものばかりでした。 
 

 

 

 

 

本研修は、児童・生徒の道徳性の育成に向け、道徳教育の在り方や道徳の時間の授業づくり
について学び、教職員の指導力及び資質の向上を図ることを目的として行っています。 
講師として四天王寺大学 杉中 康平 准教授を招聘し、「問題解決を題材とした道徳授業づ

くり」と題した講義を行っていただきました。 

今回は問題解決の文章教材を題材とし、発問の種類やタイミング、深め方等、杉中先生から

たくさんの授業のアイデアを

教えて頂きました。 

グループワークでは発問を

考えたり、指導案の添削に取

り組んだりするなど、活発な

研修となりました。 

平成 2９年度 授業力向上研修「算数・数学講座①」  

平成 2９年度 授業力向上研修「道徳講座②」 

  


